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プログラム 
日時：平成２３年８月１０日（水） 午後２時～４時３０分 
場所：入谷公民館 会議室 

 5 グループ討議 

 6 グループごとの結果発表 

 1 開会 

 2 会長挨拶 

 

 4 本日の進め方 

 7 全体討議 

・グループ別振り返り 

 9 閉会 

 8  会長によるまとめ  
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～次回はシンボル・プロジェクト化に。「つながり」の重視が共通の思い～ 
 

町が復興計画にこの町民会議が提言するシンボル・プロジェク

トを入れたいと思って準備していることは素晴らしいです。 

各グループを振り返ると、Ａグループは、地域資源の連携がテ

ーマでした。Ｃグループは記憶を繋ぐことや、地域のつながり

を活かすということに注目しました。Ｂグループではその基盤

となるコミュニティをつなごうとしており、共通しているのは

「つながり」という言葉ですね。南三陸のようなコミュニティ

の豊かな町がどのように復興していくのかは日本にとっての希

望にもなると思います。 

地元の資源をつなぐことで、コミュニティのつながりをベース

にした強い産業ができれば、新しい人や外の人がくるようにな

ると思いますし、美しい町になるのではないかと思います。 

次回 震災復興町民会議（意見交換会）の予定 

日時：8 月 19 日（金）19：00～ 場所：沼田ふれあいセンター 

（会場の都合により傍聴できません。） 

【会議のまとめ】宮城大学 風見 正三 教授 
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3 役場からの情報提供 

・地域懇談会の振り返り 

・復興まちづくりに関する意向調査結

～復興のシンボルプロジェクトを議論～ 
 

 第３回目の会議では、これまでのアイディアを掘り下

げたり、新たな視点を加えることで、復興計画のシンボ

ル・プロジェクトとする事業について話し合いました。 
Ａグループは「地域資産の循環による復興」、Ｂグルー

プは「地域コミュニティの再建」、Ｃグループは「安全・

安心なまちづくり」など、特色のある事業の提案があり

ました。 
 次回は全体での意見交換会を行い、思いを共有しなが

ら、未来をともに考える絆を深める予定です。 

Ｃグループ ～安心安全なまちをつくる。産業・連携・福祉～ 
 

○まずは生きる場が必要なので、今は復旧を急ぎ、生業を戻して店を再開

させる「産業の立ち上げ」が大事です。そのためには行政やボランティ

アの手助けなどあらゆる「連携」をしながら進めることも必要です。そ

して、安心安全を担保する「福祉の町」を目指します。 

○南三陸の特徴は、海と山と里があり、多くの住民が漁業や農業、商業な

どを兼業している暮らし方です。この私たちの暮らしを、都会の人の教

育に使ってはどうでしょう。町全体を学校として、自然学校や農業体験

の場などとして、南三陸のライフステージを紹介します。そこには世界

中から人々が学びに来るでしょう。 

○今、過去の南三陸町（志津川）がどんな町だったかの記憶を１軒１軒残

すプロジェクトに取り組んでいます。未来を考えるには、こういった過

去の記憶を手繰り、互いに語るところからはじめることが大事なのでは

ないでしょうか。 

○将来の南三陸の絵を書きました。特産のタコをまちのシンボルにまちづ

くりを進めることを考えました。高台にはタコの形をイメージしたビル

を建て観光スポットにします。ビルの中には、売店、宿泊施設、レスト

ラン、手作り体験教室などがあり、南三陸でしか食べられないもの、地

域のできないことをすることで、世界中から観光や学習で人が集まり、

交流するまちにできたらと考えています。 
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B グループ ～コミュニティ再建のためのヒアリング調査～ 

 

○現在、特に町外の避難所や民間アパートなどにいる町民の一番の悩

みは、役場から情報が届かず、自分たちの将来がどうなるのか分か

らなくて不安であるということです。南三陸に戻りたいと思ってい

る方の気持ちを無駄にしないためにも、もう一度絆を再生すること

が重要です。 

○今回の津波で何を失って、何を得て、どういう考えに至ったのか。

これが将来のまちづくりにあたっての根本的な考えになると思っ

ています。そのためには、従来のコミュニティ単位でじっくりと話

し合うことが大事ですが、現在は仮設住宅や遠隔地などに離れ離れ

になっており、まずは集まることが重要です。町外に避難している

人も含めた住所録を作ることで人が繋がっていくと考えます。 

○復興自治協議会のような住民組織をつくることも考えました。町か

ら支援を受けられる組織がなければ、住民が願うような町を再建す

るのは難しいでしょう。 

○仮設住宅のコミュニティでも、今後の数年間をどう暮らしていくか

は重要です。住民と地域の行政が話し合っていく会議体を作り、 

どう関係をもっていくか、話しあえる場をつくることが重要と 

考えます。 

○忙しいため毎回の会議に出席するのは大変ですが、次回は我々

も「グループのメンバー全員が参加」することを目標とします。 

会長挨拶：小野寺 寛 氏 
 

～しっかりした議論を進める～ 
 

明日で大震災から５ヶ月を迎えますが、町民一人ひと

り、それぞれの思いで毎日を過ごしています。 

地域では、まず毎日の生活をどう送るのかで精

一杯の日々を送っていますが、そのなかでも前を

向いて進まなければなりません。 

未来を考えることは、大変困難なことではあり

ますが、我々の力の及ぶ限りこの責務を果たそう

と思っています。 
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【本日の進め方】 宮城大学 古川 部長 

情報提供 ～地域懇談会、復興まちづくりに関する意向調査の実施状況に

～住民目線で特色あるプロジェクトを～ 
 

今日で３回目の議論になります。この会議の目標は、９月中

までに策定される「震災復興計画」に反映させられるように提

言をすることです。今日はそれをできるだけ具体的にしていき

たいと思います。 

提言の中身は、震災復興計画に入れるための「シンボル・プ

ロジェクト」を描くことです。 

シンボル・プロジェクトとは、まちの復興の象徴であったり、

目玉となるプロジェクトのことです。必ずしも、大きな建物や

公園をつくるのではなく、南三陸町の特色や地域資源を活かし

たものを考えてもらいたいと思います。 

復興計画の策定にあたり、町民の皆様から広く意見等をいただくために実施し

た「地域懇談会」及び「復興まちづくりに関する意向調査」の実施状況について、

町から情報提供がありました。 

【地域懇談会】 

 ○７月２５日から３１日までの７日間、町内のほか、町外の避難所など、延べ 

２３会場で開催し、約５００名の方が参加。 

 ○懇談会では、特に町が計画案で示している「住まいは高台に」という考え方 

についてご意見を伺ったところ、今後、移転場所の選定や、移転事業を進め 

るに当たって町民の意向をしっかり確認しながら丁寧に進めるべきといった 

意見等があった一方、ほとんどの参加者からは賛同が得られた。 

【復興まちづくりに関する意向調査】 

 ○調査は、全５，３２７世帯を対象に実施。３，３１６世帯から回収され、回 

収率は６２．２％。 

 ○おもに津波で家を失った方のうち、今後の住まいの場所で「震災前の敷地」 

  を選んだ方は「約９％」。また津波で家を失った方に自然災害に強いまちづく  

りで重要なことについて聞いたところ「約７５％」が「住まいの高所への配 

置」を選んでおり、浸水した土地ではなく、安全な高台に住みたい意向が伺 

えました。 
 

A グループ ～地域内での循環（住まい・働く・道路）～ 
 

 

○林業、漁業、商業、農業、観光など、あらゆる資源を「地域内で

循環」させることが大事だと考えています。 

地域資源の循環について「地元産の木材を使った公営住宅建設」

を提案します。具体的には２年間で２，０００戸を建設すること

により約６，０００人分の住居となります。また、これにより約

１０万人の雇用が生まれると試算しています。 

○今回の大津波で私たちはたくさんのものを失いましたが、「豊かな

海」は残りました。これまでの発想を転換し、「海」を様々な地域

資源と結びつけて活用することが大事です。 

○今回、多くの方々からの支援を受けましたが、いち早く復興する 

ことこそが、恩返しです。 

○道路は「命を守ロード」として防災だけでなく、災害時の救援ル

ートとしても重要です。三陸道の早期開通と、国道３９８号と４

５号は浸水地域を迂回するようなルート変更を希望します。 

○公立病院と個人病院の連携による地域に根ざした病院づくりを目

指そうと考えました。 

○当面は、仮設店舗などによる地産地消を進めていければと考えて 

おります。 



A グループ 

 

テーマ 
概要 

（何を、誰が、どのように） 

持続的な地域内で

の循環 

町民全体へまんべ

んなく循環 

タイトル 

復興のシンボル 

住まい 

地元の資源（木材）

を使った復興住宅 

産業・雇用 

 

働く 

命を守る 

命を 

守ロード 

命を守るため

の道路整備 

道路だけでな

く命を守る医

療・福祉も 

公共施設の 

利便性 

集約化も 

農業 

林業 

漁業 

商業 観光 

仮設住宅が復興住宅に！

（進化する家）ex.森林組

合もっとアピール 

家が建設されること自体

が雇用や産業の分野が復

興される 

従来の従業員が一次産業

復興などの間、労働力を確

保しなければならない（流

出しないように） 

若い人が

残ってく

れる魅力

的な住宅 

カキガラ肥

料工場の再

生復活 

農協、生協か

らのバック

アップ 

農協の役割 

葉菜の生産。 

水耕栽培によ

る工場化 

豊かな海 

資源 

中古船 修理代 

修理目的の場合、運船費が助

成される？ 

個人で船を購入→ 

漁協が購入→5年リース→

広域から船の風位修理や

新船の注文が相次いでい

震災による海中

環境への影響 

もう住まないエリア

（流された所）は養

殖・漁業で活用 

漁協の役割 

船や漁具の調達 

とりあえず

仮設店舗 

地域のものを地

域で売りたい 

財政的負担のある町立病院

の存続の検討を行う。（復興

への財源確保のため） 

公立病院の維持・確保 財源 

高度医療までの

アクセス確保 

総合病院 

各地域の役割分担 

地域の人が利

用できる病

院・診療所 

命を守る三陸道 命を守る避難道

路 

命を守る医療福祉 

（実現の手立て） 

推進シナリオ 

カキ小屋の実施を

目指す（焼ガキ） 

平成23年冬 

町内の資源

を生かして

雇用も生ま

れる 

災害に強

い高台移

転のため

の住宅政

策（公営

住宅等） 

※町の林

の木材を

利用した

復興住宅

の建設 

11月頃までに

は概ね調達 

南三陸に

みんなで

雇用（来よ

う）！ 

高台造成 

公営住宅の整備 

整備目標を具体的に決める。 

例：2,000戸×3人＝6,000

15戸の整備で

1,000人の雇用 

↓ 

2,000戸で 

10万人の雇用 10万人雇用

創出プロジ

ェクト 
2年以内に！仮設住宅に入

って希望を失っている人々

に元気と安心を与える 

環境省から補

助を！ 

モデル事業 

もう一度、炭

を作る 

自然エネルギ

ー型の地域づ

くり 

命を守る 
エネルギー 

三陸道 25年完成!? 

国道早期に! 

45号線、398号線 

（早期に方向性を） 

（路線の決定） （資料）各グループの話し合い結果 



B グループ 

 

テーマ 
概要 

（何を、誰が、どのように） 

ヒアリング 

調査の 

事業化 

タイトル 

復興のシンボル 

被害の検証 

従来のコミュニティ

単位の再建を考える 

基盤つくり 

（バラバラに住んで

いる人たちを繋ぎな

らが住所録の作成） 

仮設コミュニティの形成 

22世紀のエコタウン

づくり 

↑ 

震災を受けたからこ

そ発信できる 

津波から学んだこと

（避難方法など）、再

確認しないといけな

い 

（実現の手立て） 

推進シナリオ 

移転先の把握 

↑ 

被害検証アンケー

ト、聞き込み 

津波の教訓から学

び、復興の姿を考

える 

（資料）各グループの話し合い結果 

見直すべき生活の

スタイル 

（井戸など） 

遠くに行った人 

↑ 

情報がこない。町

との繋がりがな

い。計画作っても

なんとも言えない

ことが不満に 

住所録の作成 

（町の連絡が届かな

い人たちとどう繋が

っていくか） 

（2～3年かけて） 

ここに住んでや

っていけるとい

希望がなければ

会議の意味もな

い 

人命がどのよう

に 失 わ れ た の

か？ 
人災→対策がで

きる 

人と人との関

係を切る地域

づくり 
↓ 

津波のお陰で、

絆、繋がりが見

直される 

この町なりに

具現化する 

自然との共生 
↓ 
町の暮らしとし

てどう具現化し

ていくのか？（元

の町の姿ではな

いはず） 

人災であった部

分を今後どうし

ていくか 

ハードに頼った

防災対策で良い

のか？ 

津波の検証 
悪：人の命を奪った 
良：海をリフレッシュさ

せた 

・原発の限界 
・人との繋がり 
→津波が教えてくれ

たこと→観光・コミ

ュニティ 

安全・安心・元気

のある町へ 
日本、世界のモデ

ルへ（県、国の支

援） 

制限されている

子供、大人を元気

に！ 

余った時間、お金

で観光を考えて

いけばよいので

は 

協議会を 

つくる 

個人情報の管理など役場と協力

して行う。 
大枠→役場 
細かい部分→協議会が説明!! 

アナログ、非文明的なモノを

もう一度考え直す 

浸水エリアを強調する工夫を

（杭を打つなど） 

所属を早く住民が

みつけて、民間主導

でまちづくりを 

・技術の進歩 
・利便性の追求 
によって、海の近

くにどんどん住

居が移ってきて、

防潮堤ができた。

意識を変化させ

て、津波がきたら

逃げるという考

えを持つことも

大切 

★ハード面では

防ぎきれない 
★ソフト面で対

策 
・コンクリートに

頼らない 
・堤防に頼らない 
・自然と共生する 
・高台に住む 
・避難する（自分

の命は自分で守

る） 

次は全員集合する 

町 

（将来） 

自治協議会 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

被災していない地域 

仮設協議会 

（2～3年） 
住所録 

の把握  

 

離散避

難者 

①設置 
②話し合う 

（検証→方針） 
③支援 
④行動 

↓ 
エコタウン 

地区 

10 年 

住所録を

つくる 



 

C グループ 

 

テーマ 
概要 

（何を、誰が、どのように） 

豊かな町 
人口、資産の維持、

仕事場の確保 

タイトル 

復興のシンボル 
（実現の手立て） 

推進シナリオ 

水産業をメインに

復興 

山と海の観光業も 

（資料）各グループの話し合い結果 

資金を集め、ファ

ンドを作って支援

する仕組みづくり 

個人のやる気の

ある人を支援す

る基盤 

地域の可能性を使

い倒す。 

 

世界一有名な町

の町づくりプロ

ジェクト 

 
関係した全ての人

達と共に 

 

誰もが住みよい

町づくり 

産業 

立上げ 

連携事業 

福祉の町 

漁業の再開 

船がつけられるよ

うに 

店を早く再開でき

るように 

第2次、第3次

産業も含めた産

業全体の復興を 

海底トンネルを

荒島から津ノ宮

まで作る。それ

を水族館に 

企業へのメリ

ットを示して

企業を呼び込

住民の自主的な

活動に出資する

ファンドを作る 

町民に愛されている

店の復活を支援す

る。 

例：ウジエ、食堂あ

ずま、及善など 

（そういった店が復

活することが住民が

また戻ってきたいな

と思う動機になる 

被災体験を語

る。語り部の雇

用促進 

観光スポットを

高台に！ 
海はみんなの海

→公益的機能活

の水産業（環境、

健康、教育） 

町すべての自然学

校にする（実際動き

だしていますが） 

公共事業とと

もに個人や民

間の事業基盤

をつくる 

書類などの

手続き簡略

化 

 

国の力で船

を提供して

ほしい 

災害時にも強

い自給ベース

の生産体制を

つくる 

世界遺産

平泉との

連携 

世界の仲間との絆

でつくる福幸 

町のデザインは、

パーマカルチャー

デザインに 

ボランティアセン

ターを充実し、交

流人口増 

現在、町に来てい

る支援者やボラン

ティアのつながり

を切らず将来の交

流人口につなげる 

町外の応援

してくれる

人の力を町

や産業の力

に！ 

・農産品、海

産品の販売 

・ふるさと納

税など 

世界一暮らしの美

しい町をつくる。 

→共同体と地域の

繋がり 

地域の中の学校、

学校の役割 

福祉の充実 

ユニバーサル 

デザイン 

道路の整備 

施設の配置計画 

町が住宅を支給する 

24時間包括ケアの

町づくり 

（保健、福祉、健

康、地域自治組織） 

介護と教

育の連携

した形を

つくる 

（例：老人

ホームの

傍には保

育園など） 

行政にはもっ

と町民の立場

に立ってほし

い 

日本2位のタ

コ。南三陸でし

か買えない土

産物を作る（た

こせんべい） 
復興村をつく

る。全国から集

まる（商店） 

・震災復興プロジ

ェクト設置 

・継続開催 

・中高生含める 

町内⇔町内 
町民⇔役場 
町外⇔町内 

特区 

（震災復興規

制緩和） 

 


